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3年間発行続けてきました校長通信もついに最終号となり

ました。校長の思いと，学校の様子などをお知らせできればと
毎週金曜日に発信してきた校長通信『神戈陵を渡る風』でし
たが，ここまで頑張れたのは皆様のおかげです。これまでご支
援とご協力を頂き感謝しております。皆様と川辺高校に，幸多
かれと祈念し，お礼を申し上げます。ありがとうございました。

キバレ 辺高生！！

終 業 式 式 辞
令和６年３月２５日(月)

令和５年度も本日で終了します。最後の式辞
として，西郷さんの教えについて述べます。

① チャンスとまぐれとは違う
よく世の中の人は，チャンスがきたと言っ
ているが，それはまぐれのことが多い。本
当のチャンスというのは，理を尽くし，正し
い道を行い，勢いをつまびらかにして動く
ということなのだ。いつも，心の底に世の
中を憂える誠の心がなくて，ただ時のは
ずみに乗じて仕事がうまくいったからとい
って，それはけっしてチャンスがきたのでは
ない。単なるまぐれにすぎない。このへん
を勘違いしている人が多い。

西郷さんの言われた耳の痛
い言葉です。私自身も，よくこ
のチャンスとまぐれとを取り違
えてしまいがちです。西郷さ
んの言うチャンスとは，はるか
に苦渋に満ちたものであり，
本人の汗と脂の努力によって
もたらされるものなのです。し

かも，きちんと理論が組み立てられており，青
写真もあるところが素晴らしい。そして，その青
写真に従って，労力を惜しまずに着々と実行す
るからこそ，チャンスが訪れると言っておられる
のです。皆さんも計画を立てて行動し，粘り強
く継続することで，「人事を尽くして天命を待
つ」の天命(チャンス)が訪れるのです。何より，
すぐに挫折したり，諦めないことが重要です。

② 反省は，前進への肥料だ
たとえ，過ちを犯しても，ああ，自分が間
違っていたなと思えばもうそれでいい。そ
して，その過ちにはこだわりを棄てて，まっ
すぐ前に一歩踏み出すべきだ。いつまで
も，過ちをくよくよと思い煩い，また人に知
られて自分の体面を失い，あるいは周囲
の評価が下がったなどと考え，本当は，こ
うだったなどと言い訳をするのがいちばん
見苦しい。たとえば，茶碗を落として割っ
たときのことを考えよう。つなげても，もと
には戻らない。割ったという行為を詫びれ
ば，そのことはもう忘れるべきだ。かけらを
集めて，あーあ，あのときもっと気をつけ
ればよかったなあ，と思ってもとへ戻そうと
思っても，それは無理だ。反省も，ほどほ
どにしないと厭味になり，いたずらに自分
を苦しめるだけになる。

１月の全校朝
礼で，「正しく
反省することと
は」について話
ししたことがあ
りました。西郷
さんも自分の
行動を反省し，
次への原動力
としていたと言
うことになりま
す。皆さんもそ
の精神を学ん
で下さい。
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私の令和時代は，川辺高校で過ごしまし
た。教頭として赴任した平成３１年の5月から
令和となり，当初は，学校の広報活動をどの様
に行うのか試行錯誤を繰り返していました。学
校ブログや同窓会のFacebookの活用も行っ
てきましたが，校長になったことを契機に「校
長通信」を発行しようと決心しました。最初は
月１回程度の発行を想定していましたが，ある
教員に「校長，これ毎週出すんですよね」と言
われ，「そうですよ」と気軽に応えたことから，
毎週金曜日に発行するという現在のスタイル
を確立してしまいました。１年目は001～0４８
号と４８回，２年目が０４９～０９６号と４８回の
発行となり，シリーズ３は０９７～１４５号と４９回
に臨時号として創立記念日に発行した「辺高
歴史探訪」を加えて５０回の発行を継続出来
ました。校長として学校の様子や校長の思い
を生徒と保護者をはじめ同窓会や地域の皆
様にお伝え出来たのであれば幸いです。これ
までお読み頂きありがとうございました。


